
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中
部
航
空
方
面
隊
副
司
令
官(

当
時) 

佐
川
空
将
補 

部
隊
視
察 

７
月
20
日
（
火
）、
第
44
警
戒
隊
及
び
第
１
高
射
群
指
揮
所
運
用
隊
峯
岡
山
派
遣
班
は
、
中
部
航
空
方
面
隊

副
司
令
官 

佐
川
空
将
補
の
部
隊
視
察
を
受
察
し
た
。
当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
入
間
基
地
か
ら
陸
路
で
到

着
し
た
副
司
令
官
は
、
庁
舎
前
で
所
属
隊
員
の
出
迎
え
を
受
け
た
後
、
午
前
中
に
幹
部
挨
拶
及
び
状
況
報
告
を

受
け
、
午
後
に
施
設
巡
視
を
行
っ
た
。
施
設
巡
視
に
お
い
て
は
、
庁
舎
地
区
、
山
頂
地
区
及
び
三
角
点
等
を
巡

視
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
部
隊
の
感
染
予
防
対
策
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援
の
た

め
の
準
備
状
況
を
実
地
に
確
認
さ
れ
た
。
昼
食
時
に
千
葉
県
特
産
の
殻
ご
と
茹
で
た
落
花
生
を
提
供
し
た
と
こ

ろ
、
初
め
て
の
食
べ
方
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
大
変
美
味
し
そ
う
に
食
さ
れ
た
。
視
察
の
全
行
程
を
終
え
た
副
司

令
官
は
「
短
時
間
の
部
隊
視
察
で
あ
っ
た
も
の
の
、
各
指
揮
官
の
も
と
、
統
率
の
と
れ
た
精
強
な
部
隊
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。」
と
講
評
を
述
べ
、
隊
員
に
見
送
ら
れ
て
基
地
を
後
に
さ
れ
た
。 

嶺

岡

山 
第１８０号 

発 行 所 

嶺岡山編集委員会 

発 行 人 

大塚 英和 

印刷所 

鴨 川 印 刷 

峯
岡
山
分
屯
基
地
所
属
隊
員
は
、
８
月
11
日
か
ら
海
上

自
衛
隊
館
山
航
空
基
地
の
支
援
を
受
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
職
域
接
種
を
開
始
し
た
。
当
時
は
、
ま
だ
自
治

体
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
が
40
歳
以
上
で
あ
り
、

接
種
時
期
も
９
月
中
旬
以
降
に
な
る
隊
員
が
多
数
を
占
め

る
状
況
で
あ
っ
た
。
峯
岡
山
分
屯
基
地
は
所
属
隊
員
の
約

半
数
が
基
地
内
で
集
団
生
活
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
１
名

で
も
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
は
ク
ラ
ス
タ
ー
に
つ
な
が

り
や
す
く
、
任
務
遂
行
に
影
響
し
か
ね
な
い
リ
ス
ク
を
負

っ
て
い
る
。
今
回
の
職
域
接
種
に
よ
り
、
若
年
隊
員
を
含

め
て
よ
り
早
期
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
、
任
務
遂
行
の

た
め
の
人
的
基
盤
の
強
化
に
つ
な
が
っ
た
。 

併
せ
て
、
峯
岡
山
分
屯
基
地
は
隊
員
の
感
染
を
局
限
す

る
た
め
、
基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
営

内
生
活
に
お
い
て
も
常
時
マ
ス
ク
の
着
用
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
全
隊
員
に
携
行
用
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
配
布

し
て
小
ま
め
に
手
指
消
毒
を
行
わ
せ
る
等
、
現
在
ま
で
１

名
も
感
染
者
を
発
生
さ
せ
て
い
な
い
。 

職
域
接
種
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
決
し
て
気
を
緩

め
る
こ
と
な
く
、
感
染
予
防
対
策
を
万
全
に
し
、
部
隊
一

丸
と
な
っ
て
常
続
不
断
の
警
戒
監
視
任
務
を
強
靭
に
実
施

し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

職
域
接
種
始
ま
る
。 

中
部
航
空
警
戒
管
制
団
副
司
令 

 

橋
田
１
佐 

部
隊
視
察 

７
月
20
日
（
火
）
及
び
21
日

（
水
）、
中
空
副
司
令
官
の
部
隊

視
察
に
合
わ
せ
中
部
航
空
警
戒
管

制
団
副
司
令 

橋
田
１
等
空
佐
が

来
基
さ
れ
た
。
副
司
令
は
本
科
学

生
と
し
て
防
衛
大
学
校
在
学
中
に

当
分
屯
基
地
を
研
修
し
た
経
験
が

あ
り
、
今
回
は
久
し
振
り
の
訪
問

と
な
っ
た
。
副
司
令
は
、
中
空
副

司
令
官
の
視
察
随
行
後
、
改
め
て

隊
員
や
装
備
品
等
の
状
況
を
実
地

に
視
察
さ
れ
た
。
ま
た
、
防
衛
大

学
校
防
衛
学
教
育
学
群
の
教
官
を

勤
め
た
経
験
も
あ
り
、
隊
員
に
対

し
て
米
中
関
係
を
テ
ー
マ
と
し
た

防
衛
教
養
教
育
を
熱
心
に
実
施
さ

れ
た
。
隊
員
か
ら
は
、
当
該
テ
ー

マ
に
関
す
る
多
数
の
質
問
が
あ
っ

た
ほ
か
、
空
士
隊
員
か
ら
は
、
昇

任
試
験
前
日
の
最
適
な
過
ご
し
方

に
つ
い
て
質
問
が
出
る
等
、
和
や

か
な
雰
囲
気
で
進
め
ら
れ
、
副
司

令
の
お
人
柄
が
よ
く
表
れ
た
視
察

と
な
っ
た
。 


